
令和４年度の学校評価 

〇 自己評価結果等 

本年度の 
重点目標 

①ＩＣＴ機器や地域の教育的資源の有効な活用、体験的な活動を通して「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った
授業の実践を図る。 
②その場の状況に応じて適切に対応できるように、自ら判断し、行動、表現できる子を育てる。 
③学習や生活場面を通して、思いやりや感謝の気持ちを育てるとともに、将来の自分の姿を思い描いて、共に育ち、高め
合える実践を推進する。 
④新たな視点で現状を見つめ直し、社会の変化への対応と業務の効率化による教職員の多忙化の解消を図る。 

担当（項目） 重点目標 具体的方策 評価結果と課題 

幼稚部 

主体的・対話的で
深い学びを実現す
る。 

・幼児の実態や興味関心に応じた活動
内容を考え、主体的に表現する意欲を高
めるための環境の工夫を行う。 
・学級活動で、今日の活動について幼児
同士で話をしたり振り返りをしたりする活
動を取り入れる。 

・幼児の興味関心に応じた教材等を用意すること
で、幼児が自ら目の前の出来事に関わる姿が見ら
れるようになった。教師側も幼児の興味に合わせて
環境を整えたり、幼児がやってみたいと感じるような
言葉掛けや遊びの提案をしたりすることができた。や
りたいことをじっくり深めていく工夫や、活動の中に
発達に必要な体験ができるように意識する必要があ
った。 
・一人の幼児の気付きや発言を教師が他児にも分
かる方法で知らせることで、興味をもって聞き、幼児
同士で話題が共有できるようになってきた。自分が
思ったことや気付きを友達に伝えられるよう、教師が
モデルとなり、友達との関わりで必要な言葉が使え
るようにしたい。 

小学部 

・学習時に、「めあて」と「まとめ」を提示
する。 
・ＩＣＴ機器やクラウド型学習支援ツール
を効果的に活用する。 
・指導用の教材や学習の成果を掲示す
る。 

・めあてを提示することで、児童が学習の見通しをも
ち、主体的に活動することができた。また、教師側も
効果的なめあての提示方法を考えることが、指導支
援の流れをイメージしやすくなった。めあてを授業時
間の中でいつ提示するのか、どのような方法で提示
するのか、また、めあての理解を促すための発問の仕
方など、児童の実態に応じた工夫についてさらに検
討する必要がある。 

中学部 

・学習時に、本時の目標を生徒に提示す
る。 
・ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業実践
を行う。 
・生徒が意見を伝え合ったり、複数の資
料を活用したりする活動を取り入れる。 

・本時の目標を明確に示すことで、学習すべき内容
の周知を促すことができた。今後は、生徒自身の目
標把握と達成度についての検証が課題である。 
・Teams で資料や考えを共有したり、ロイロノートで
共同して 1つのスライドを作成したりした。またタブレ
ットで板書などを撮ることにより事後の振り返りなど
にも活用できるようになった。 
・各教科で多角的な考えを導くように支援し、対話的
な活動を多く取り入れた。自分の意見をはっきりと伝
え合ったり、自分にはなかった考えを示したりすること
が多くなった。学びを深めるためには話し合いにおい
て生徒の実態に適したテーマ設定が必要である。 

高等部 

・ＩＣＴ機器を活用した対話的な授業実践
を進める。 
・各教科でディベートやグループ発表、問
題演習などの協働学習を取り入れる。 

・teams や PowerPoint だけではなく、各教科で有
効なアプリの使用も見られた。視覚的な支援が加わ
ると発言が活発になり、意欲的な発言が増える傾向
があった。 
・学習成果の過程が残せることで、学習を振り返った
り課題に再挑戦したりするなど、主体的な学習につ
ながった。 
・課題が teams 内で出されることも多く、ほとんどの
生徒が家庭にタブレットを持ち帰っている。紙よりもタ
ブレットでの課題の方が提出率が高い。 
・teamsの投稿機能について、投稿時間や投稿内容
など、今までにない情報モラルに関する指導や支援
が必要である。 

    



いじめ防止等 

お互いに認め合え
る人間関係を作り、
集団の一員として
の自覚と自信を身
に付けられるように
する。 

・心のアンケートを年２回実施した 
り、日々の子供たちの様子を把握たり 
することで、気になることがあれば、 
支援や配慮を適時行う。 
・情報は職員ですぐ共有する。 
・保護者・学校との連携を密にし、共 
通理解を図りながら指導する。 

・小学部、中学部、高等部で年２回心のアンケートを
実施した。重大ないじめ等は見られなかったが各部、
気になる回答をした児童生徒については、部会等で
情報共有を行った。 
・中学部、高等部ではスクールカウンセラーによる、
自殺予防教育を行った。 
・いじめ防止基本方針の見直しを行った。 

勤務時間の適
正な管理及び 
長時間労働に
よる健康障害
防止 

セルフマネジメント
能力を高め、業務
の効率化を図り、多
様な働き方に対応
できるようにする。 

・定時退校日を全校で月１日、各自でも
う１日設定する。教職員一人一人が意識
して時間外勤務時間の管理を行えるよう
にする。 
・ＩＣＴ機器を効果的に活用し、スリム化で
きる業務を教職員全員で考え、実践す
る。 

・通常時の施錠時間 19時 30分、全校一斉の定時
退校日の施錠時間 17時 30分を意識し、業務をマ
ネジメントして行うことが定着してきた。 
・ＩＣＴを活用し、会議時間の短縮、回数の削減を図っ
た。また、学校日誌を電子化し、出張や休暇の入力を
各自のタブレット端末からでできるようになったこと
で、効率化を図ることができた。 
・主任を中心に業務が集中する部分があるので、業
務のマニュアル化を一層進め、業務の平準化を図
る。 

 

○ 学校関係者評価結果等 

 

学校関係者評価
を実施した主な
評価項目 

・ＩＣＴ機器を活用した授業実践を進める。（教務部） 
・互いに認め合える人間関係をつくり、集団の一員としての自覚と自信を身に付けられるようにする。（いじめ防止等） 
・セルフマネジメント能力を高め、業務の効率化を図り、教職員の多忙化を解消する。 
（教職員の多忙化解消） 

自己評価結果に
ついて 

・それぞれの目標を掲げ、それら目標の達成に向けて、学校全体及び各部の実態に合わせた取組を行うことができた。
アンケートでも一定の成果が得られたため、自己評価を承認する。 

今後の改善方策
について 

・学校全体で取り組む意識を高める。幼児児童生徒の実態に応じて計画を振り返り、改善しながら進める。 
・一年の取組で終わるのではなく、継続して取り組める方法を検討し実施しながら、定着を図る。 
・校内研修を重ねて、教員間で効果的な指導・支援について話し合う時間を設ける。また、自主的な研修の意識付けに
つながるよう各種案内等を活用し、専門性の向上に努める。 

その他 
（学校関係者評
価委員から出さ
れた主な意見、要
望） 

校内参観を通して 
・音楽の授業を参観させてもらった。大型モニターを活用することで、子供たちの興味関心を引き付けていると感じた。
先生とのコミュニケーション、子供同士のコミュニケーションは、昔と比べると楽しそうで、意欲的に勉強に取り組めてい
ると感じた。先生方も頑張って子供たちの指導に当たっている。 
・見て分かる環境づくりをすれば、子供たちは楽しくなり、興味をもち、学んだことが身に付きやすい。新しい発見ができ
る環境があると、学習は楽しくなると思う。 
・先生方の日々の実践について、熱心に取り組まれていることが分かった。・保健室前の掲示に興味をもって見た。立派
なすばらしい掲示だが、伝える情報が多いように感じた。一つの案として「続きは web で」などとし、全てを完結させて
しまうのではなく、子供たちに学習を促してみてはどうか。 
・保健室前の掲示に興味をもって見た。立派なすばらしい掲示だが、伝える情報が多いように感じた。一つの案として
「続きは webで」などとし、全てを完結させてしまうのではなく、子供たちに学習を促してみてはどうか。 
アンケート結果に関して 
・「毎日楽しく学校に通っているか」についてのアンケートについて、両親に言いにくい悩みを抱えている子供がいると
思う。悩みを解決するために、聾学校を卒業した先輩に相談できる環境を作るのも一つの方法。勉強のことや社会に出
る不安など、何でも相談できる場所が必要。学校の中だけでは限界がある。同窓会も協力したい。 
・お便りについては、季節のもの、時のものが扱われていると思う。その時々に必要な内容なので、視覚化し、子供たち
に興味をもってもらえる話題を取り上げるのがよい。 
・アンケート結果について、ＡとＢのパーセンテージのずれに着目すると、ＡよりもＢの方が高い項目が目立つ。特に、３
「先生は分かるまで教えてくれますか」と４「自分の言いたいことを、正しく伝えられますか」の項目で差が大きい。コミュ
ニケーションのずれの調整をどう小さくするかが、今後の課題だと感じる。 
ＩＣＴ機器の整備に関して 
・ＩＣＴ機器の利用について、「使えばいい」になっていないか。ＩＣＴ機器を使うことで、聞こえにくさや理解が難しくなって
いないかなどの検討も必要。使うことで効果が出たのかが重要になる。 
・Zoomを使っての取組では、生徒がセッティングをしているのか。 
→校外との取組では職員が準備を行うが、校内での授業では生徒もセッティングに携わっている。 
・タブレットの持ち帰りについて、学校はどのように考えているのか。 
→コロナで登校できない子供に対しては持ち帰りを認め、Zoomでの学習補償を行っている。 
いじめ防止に関して 
・友達への思いやりに関する項目は、とても重要。学校で子供の気持ち全てをキャッチするのは難しい。家庭での会話
から分かることが多いので、家庭との協力が大切になる。 

学校関係者評価
委員会の構成及
び評価時期 

・構成………学校評議員５名 
・評価時期…２月 17日に実施 


